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研修テーマ  社会的事象の価値を考えることができる児童の育成 

  児童が先人の業績や優れた文化遺産、政治のはたらきなどについて理解することにとどまらず、社

会的事象の価値を考え、理解する力を育てることは、社会の形成者として、社会生活の様々な場面で

多面的に考えたり、公正に判断したりして行動する上で重要であると考え、本テーマを設定した。 

そこで、これまでに、社会的事象の価値を考える力を育成するために､ミニ討論会形式をとり､児童

が自分の立場を明らかにせざるを得ない状況を作り、根拠を示して理由を話させるようにしてきた。

１ 単元名 暮らしと政治を調べてみよう～人々の願いとまちづくり～（教育出版 ６年下）  

２ 単元について 

（１）児童について 

本学級の児童は、第６学年の歴史単元での幕府の政策や人々のくらしの学習で、私たち

の生活や国家・社会の発展の基盤について考えたり、様々な課題の解決や人々の願いの実

現に向けて努力した先人の働きについて考えたりした。その中で、過去のできごとを現在

及び将来の発展に生かすことを考えてきた。しかし、現実に行われている政治や選挙、福

祉などに興味をもってニュース等を見たり、様々な情報を自分の生活と関連付けてとらえ

たりすることができる児童は１／３程度であり、政治や福祉の問題が自分の生活に影響し

ていることにはあまり気付かず、別世界のこととしてとらえている児童がほとんどである。

このことから政治が自分たちの生活に深く関わっていることをとらえさせる必要があると

考える。 

（２）教材について 

学習指導要領６年内容（２）のアは「国民生活には地方公共団体や国の政治の働きが反

映していること」である。これを受けて国民生活には地方公共団体や国の政治の働きが反

映していることを調査したり資料を活用したりして調べ、国民主権と関連付けて政治は国

民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしていることを具体的に考えさせることが

主な学習内容としている。そこで本教材は、まず、一番身近な区民センター（公民館）を

扱い、地方公共団体や税金の役割について考えさせ、さらに自分の地域についても調べる

ことで、自分も含めた地域住民がまちづくりに参加していることをとらえさせるようにし

ている。こうした構成は、政治が自分の生活と深く結び付いていることや地方公共団体や

税金といった社会的事象の価値を理解するのに適しているといえる。 

（３）指導について 

指導にあたり、まず、一般的な公共施設の建設例として世田谷区の地区センターを取り

上げる。ここでは事業の規模や予算、計画から完成に至るまでの経過に着目させる。区が

地域の実態に応じて、住民の願いを取り入れながら、国と協力したり長期的な見通しを立

てたりして望ましい施策を決定し、実行している流れを調べさせることにより、国民生活

には政治が大切な働きをしていることを考えることができるようにさせる。次に、宮古市

の岩手県への要望内容や宮古市の予算（歳入、歳出）などを世田谷区と比較させることに

より、地方公共団体や国の政治の働きが自分の生活と深く結び付いていることをとらえさ
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せたい。このように、一般化された社会的事象が自分たちの地域でも実際に行われている

ことを実感させ、自分の生活との関連をとらえさせることによって、政治は何のためにあ

るのかといった社会的事象の価値を考える力を育てていきたい。 

３ 単元の目標 

（１）住民の願いとそれを実現する政治の働きについて意欲的に調べて発表しようとする。 

  （社会的事象への関心・意欲・態度） 

（２）住民の暮らしと地方公共団体や国のかかわりについて、いくつかの資料を関連付けて政

治の果たす役割について考えることができる。                 （社会的な思考・判断） 

（３）公共施設に対する人々の願いや政治の果たす役割を資料から読み取り、まとめることが

できる。                         （観察・資料活用の技能・表現） 

（４）住民の暮らしと地方公共団体や国の政治のかかわり、それらを支える税金の役割を理解

できるようにする。                 （社会的な事象についての知識・理解） 

４ 学習指導計画（５時間） 

時 小単元名 学習の内容 資料・等 

１ 
区民センターを

たずねて 

公共施設と住民の願いのつながりを調

べ、人々の暮らしと政治のかかわりについ

て学習課題を設定する。 

区民センターの様子 

区民センターの内部 

2 
区民センターが

できるまで 

 公共施設に対する人々の願いや、政治の

果たす役割について調べる。 

区民センターができる

までのイラスト図 

3 
次の世代につな

がるまちづくり 

よりよい地域にするために、住民と地方

公共団体が協力し合ってまちづくりに取り

組んでいることに気付き、まちづくりの具

体的なイメージをもつ。 

桜丘地区のまちづくりの例 

梅丘地区のまちづくりの例 

宮古市のまちづくりの例 

4 
みんなの願いを

実現させるため

に 

住民の暮らしと地方公共団体や国の政治

がどのようにかかわっているかをつかみ、

それらを支える税金の役割を理解する。 

世田谷区の予算（２００２年）

区議会の様子 

宮古市議会の様子 

5

本

時 

宮古市の税金の使われ方を調べ、税金の

役割を具体的に考えたり、身近なこととし

てとらえたりする。 

平成２１年度宮古市予算説

明書「ことしはどんな仕事を

するの？」 

５ 本時の指導（５／５） 

（１）目標 

宮古市の税金の使われ方を調べる中で、税金の役割を具体的に考えることができる。  

（社会的な思考・判断） 

（２）本時の目標を達成するための手立て 

①資料（平成２１年度宮古市予算説明書「ことしはどんな仕事をするの？」）の見出し

を視点として示し、調べる見通しをもたせる。 

②資料（平成２１年度宮古市予算説明書「ことしはどんな仕事をするの？」）を基に自

分の生活とのかかわりを考えさせる場面を設定する。 

③交流場面で、市民の一人として「税金の使われ方」についての意見を自由に交流させ

る。 
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（３）展 開（太字ゴシック体は手立てにかかわる部分） 

段階 学習活動 予想される児童の反応 指導上の留意点☆評価 

導 

入 

(７) 

１ H21 年度の宮古

市の予算を確かめ

る。 

２ 課題を確かめる。 

○こんなにたくさ

んのお金を、どの

ようなことに使

っているのでし

ょう。 

３ 課題に対する答

えを予想し、発表す

る。 

○宮古市ではＨ21

年度にはどのよ

うなことに税金

を使っていると

思うか予想して

みましょう。 

・歳入は 250 億 1000 万円。  
・歳出も 250 億 1000 万円。  
 
 
 
 

 
 
 

・最近よく工事をしているの

で、道路工事などにも使って

いると思う。→「たくましく

伸びゆくまちづくり」  
・宮古市は観光の町なので観光

に関係あることにたくさん

使っていると思う。→「産業

の活気みなぎるまちづくり」

・福祉に力を入れているという

ことを聞いているので、福祉

に税金を使っていると思う。

→「安心して暮らせるまちづ

くり」 

・多額の税金が「どのよ

う に 使 わ れ て い る の

か。」という疑問をも

てるようにする。  
 
 
 
 
 
手立て① 

資料（平成２１年度宮

古市予算説明書「こと

しはどんな仕事をする

の？」）の見出しを視

点として示し、調べる

見通しをもたせる。 

 
・予想できない場合は世

田 谷 区 と 比 較 さ せ た

り、宮古市の特色を示

したりする。 

展 

開 

(33) 

４ 宮古市の税金の

使 わ れ 方 を 調 べ

る。  
○私たちの生活に、

税金はどのよう

に役立てられて

いるのでしょう。

資料を使って調

べてみましょう。 

 
 
 
 
 
 
５ 調べたことを発

表する。  
 ○宮古市ではどの

ようなことに税

金を使っていま

したか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・「たくましく伸びゆくまちづくり」

のために道路や橋、公園、市営住宅

の整備をしている。例えば近内地区

土地区画整理に 1億 6504万円かかっ

ていた。 

・「安心して暮らせるまちづくり」の

ために高齢者福祉や子育て支援に使

われている。例えば保育所の運営に

7 億 9627 万円使っている。 

・「豊かな未来を育むまちづくり」の

ために学校教育にも税金を使ってい

る。例えば、重茂小学校建設に 5 億

3954 万円使っている。 

・「豊かな未来を育むまちづくり」の

ために学校教育にも税金を使ってい

る。例えば、給食センターの整備に

9 億 9582 万円使っている。 

・「美しい自然環境で暮らせるまちづ

くり」のためにゴミと資源物収集、

下水道整備にたくさん税金を使って

いる。 

・「産業の活気みなぎるまちづくり」の

ために漁港の整備をしている。 

手立て② 

宮古市の資料（平成２

１年度宮古市予算説明

書「ことしはどんな仕

事をするの？」）をも

とに自分の生活とのか

かわりを考えさせる。 

・資料が 71 ページにわた

るので、「予想したこ

とを確かめる」という

観点で調べ、発表させ

る。予想できなかった

児童には、興味のある

カテゴリーに着目させ

る。また、確かめた児

童には「初めて知った

こと」という観点で調

べさせる。 

☆資料に書かれているこ

とを根拠に、税金の使

われ方を発表している

か。（発言）  
・歳出額が高いところに

着目させる。  
・まとめ方の形式を示す。

☆宮古市の税金の使われ

方を具体的に書いてい

るか。また、税金の使

われ方に賛成か反対か

私たちの生活に、税金はどのように

役立てられているのだろう。 
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５ 宮古市の税金の

使われ方について

まとめる。 

 ○あなたが調べた

税金の使われ方は

私たちの生活に役

立っていると思い

ますか。 

 

 

 

 

 

の立場を明らかにし、

その理由を書いている

か。（ノート）  
・税金が私たちの生活に

役立てられているとい

う視点でまとめさせた

い。  

終 

末 

(５) 

６ 宮古市の税金の

使われ方について

意見交流する 

○このような税金

の使われ方につ

いてどのように

思いますか。 

 

 

７ 次時の学習につ

いて知る 

・宮古市では私たちの学校を整

備するためにも税金を使っ

ていることに賛成だ。感謝し

たい。 

・高齢者福祉にもたくさん税金

を使っていることには賛成

だ。少子高齢化の時代に適し

ていると思う。  
 

手立て③ 

市民の一人として税金

の使われ方についての

意見を自由に交流させ

る。 

 

・国や岩手県や宮古市で

は、私たちの生活に役

立つようにと考えて使

い道を決めていること

を確認する。 

（例）宮古市では「安心して暮らせるまちづくり」の

ために子育て支援として保育所の運営に 7 億 9627
万円使っている。その使い方には、賛成だ。なぜな

ら、保育所が無かったら親が安心して働くことがで

きないからだ。  （ は教師提示）  

（４）具体の評価規準   

観点 十分満足できる おおむね満足できる 努力を要する児童への支援 

思

考

判

断 

宮古市の税金の使わ

れ方に対する意見を具

体的に例を挙げて２つ

以上書くことができる。 

宮古市の税金の使わ

れ方に対する意見を具

体的に例を挙げて書く

ことができる。  

・予想できなかった児童に

は、興味のあるカテゴリ

ーはないか問いかける。

・歳出額が高いところに

着目させる。 

（５）板書計画 

観光宣伝に 

7200 万円 

ごみ処理に 

８億 9508 万円

人々の願いとまちづくり       
◎宮古市の予算…250 億 1000 万円 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

私たちの生活に、税金はどのように

役立てられているのだろう。 

予想 

・道路や橋、公園、市営住宅など 

→「たくましく伸びゆくまちづくり」  
・高齢者福祉や子育て支援など 

→「安心して暮らせるまちづくり」 

・学校教育など 

→「豊かな未来を育むまちづくり」  
・ゴミと資源物収集、下水道など 

→「美しい自然環境で暮らせるまちづくり」 

・農林水産業、商業、観光など 

→「産業の活気みなぎるまちづくり」  

保育所の運営に 7

億 9627 万円

宮古市では「    まちづくり」のために      

         に     円使っている。  
その使い方には、賛成（反対）だ。  
なぜなら、             だからだ。  

近 内 地 区 土 地 区

画整理に 

1 億 6504 万円 

重茂小学校建設に 

5 億 3954 万円 

 

給 食 セ ン タ ー の

整備に 

9 億 9582 万円 

税金は、私たちがよりよく（安全に、安心して、

豊かに）生活できるように考えられて使われている。
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